
目標・取組
自己
評価

考察や改善点等 学校関係者評価委員より

1
　学校教育目標「未来を拓く力をもつ生徒を育て
る」を意識して教育活動に取り組んでいる。
（教師）

Ａ

2
　一中では、生徒が自己の生き方や進路につい
て、保護者とじっくり話し合う機会をもつよう働
きかけている。（教師）

Ａ

3
　将来の進路について、家庭で話し合っている。
（保護者）

Ａ

4
　学校が目指そうとしている子どもの姿や教育内
容について知っている。（保護者）

Ａ

5
　小学校の研修内容を知り、小学校の授業づくり
から学んでいる。＜小中一貫＞（教師）

Ｂ

6
　中部小・西小の先生や友達と交流することの良
さを感じている。＜小中一貫＞（生徒）

Ａ

7
　小中一貫教育で取り組んでいる内容を知ってい
る。＜小中一貫＞（保護者）

Ａ

8
　授業や部活動に主体的に取組む生徒を育てるよ
う指導をしている。＜矜恃＞（教師）

Ａ

9
　学習の基本３項目（２分前着席、授業に集中、予習・復
習）と授業三感（共感、存在感、達成感）を意識して、「確
かな学力」が身に付く授業を実践している。（教師）

Ａ

10
　学びのてびきを活用し、ガイダンス機能を充実
させることができた。（教師）

Ｂ

11
　ベーシックスタディ（基礎学力定着のための補
充的な学習の時間）で基礎的な学力が身に付くよ
う指導している。（教師）

Ａ

12
　「ベーシックテスト」にすべて合格できてい
る。（生徒）

Ａ

13
　個に応じたきめ細やかな支援・指導ができてい
る。（教師）

Ｂ

14 　先生は分かりやすく教えてくれる。（生徒） Ａ

15
　教師は、個々の子どもによく分かるよう工夫し
て勉強を教えている。（保護者）

Ａ
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・生徒一人一人に対するきめ細
やかな指導や支援が進められて
いることにより、「確かな学
力」が身についてきている。

　

・学校の目指す方向性を保護者
と共有していることで、より良
い教育活動が進められている。
そのため、子どもたちも充実し
た毎日を送ることができてい
る。

・小中一貫教育に関して教員は
冷静な判断をし、適切な評価を
している。小中一貫教育がどう
あるべきかを暗中模索している
ことが分かる。

・中学校の教員が、小学校の教
育内容を十分に理解する時間的
な余裕がないのではないか。

○授業や部活動に
主体的に取り組む
一中生

〇進路（目標･夢）
に向かって粘り強
く取り組む一中生

☆ＡＬ・Ｎスタイ
ルの手法をいかし
た授業実践（研修
の推進）

☆自主性、主体性
を重んじた部活動
（目標の設定や練
習方法の決定等、
生徒が主体の部活
動の推進）

☆進路指導の充実

評価指標

・矜恃
「自分らし
さ」の創造

・達成感
「健やかな
心身と確か
な学力」

「未来を拓く力を
もつ生徒を育て
る」教育活動の推
進

○社会で自立的に
生きるために必要
な資質・能力を育
む学校づくり
＜生徒＞

○保護者や地域・
社会に開かれた教
育課程を通し、信
頼される学校づく
り
＜学校＞

分析の数値は左からH29,2学期→H30,2学期→R1,2学期

項目４　目指す子どもの姿や教育内容の理解
　分析　保護者　８８％→８８％→８３％
　学校で目指している子どもの姿や教育内容につい
て、多くの保護者が理解していると回答している。今
後も学校・学年・学級だより、ホームページ等を有効
活用しながら、学校の教育活動の情報を保護者の方や
地域の方に広く伝えていきたい。

項目5･6･7　小中一貫教育を生かした研修や内容理解
分析  教師　　  ５７％→５３％→５８％
        生徒　 　 ９０％→８９％→９１％
        保護者 　９０％→８９％→８５％
　生徒は小学校の先生や友達と交流することのよさを
感じており、小中一貫教育に対する保護者の理解もあ
る。それに対して、教師は小学校の研修内容を理解し
たり、授業から学んだりすることが進んでいない。ま
ずは、なかいずみ学府学校風土向上作戦「あいさつ」
「深呼吸」「Ｎスタイル」を軸にした共通実践を推進
したい。

項目9･10　「確かな学力」が身に付く授業の実践
分析  教師9    ９２％→９４％→９６％
        教師10   ６２％→６６％→７７％
　学習の基本３項目や授業三感を意識した授業の実践
は進んでいる。令和３年度の新学習指導要領完全実施
に向けて、校内研修を充実させ「主体的・対話的で深
い学び」を意識した授業改善に取り組みたい。生徒が
主体的に学ぶためには、ガイダンスで生徒に学びの見
通しをもたせることが必要である。各教科でガイダン
ス機能を充実させる取り組みをしていきたい。

項目13･14･15　きめ細やかな指導・支援
　分析　教師　　　８１％→９３％→７５％
　　　　　生徒　　　９６％→９５％→９２％
　　　　　保護者 　８２％→９３％→８２％
　きめ細やかな指導・支援については、生徒、保護者
の評価は高い。それに対して、教師は課題を感じてい
る。生徒が自らの力で学び続けるために、教師は生徒
一人一人の学習状況を的確に把握し、それぞれのつま
ずきに対して適切な助言をしていきたい。そうするこ
とで、授業に主体的に取り組む一中生を育んでいきた
い。また、教師の個に応じた指導が子どもの姿で保護
者に伝わるような取り組みも進めていきたい。

矜
　
　
　
恃



16
　気持ちのよいあいさつができる生徒を育てるよ
う指導をしている＜惻隠＞（教師）

Ａ

17
　子どもは、進んで気持ちのよいあいさつをして
いる。（教師）

Ｂ

18
　進んで気持ちのよいあいさつをしている。
（生徒）

Ａ

19
　子どもは、進んで気持ちのよいあいさつをして
いる。（保護者）

Ａ

20
　子どもたちは、相手の気持ちを考えた、あたた
かな言葉遣いをしている。（教師）

Ａ

21
　相手の気持ちを考えた、あたたかな言葉遣いを
している。（生徒）

Ａ

22
　子どもは、相手の気持ちを考えた、あたたかな
言葉遣いをしている。（保護者）

Ａ

23
　先生は、自分のことを分かってくれている。
（生徒）

Ａ

24
　行事やボランティアに意欲的に取組む生徒を育
てるよう指導をしている＜堂々＞（教師）

Ａ

25
　子どもたちは、学級の中で、自分の役割を果た
している。（教師）

Ａ

26
　学級の中で、自分の役割をしっかり果たしてい
る。（生徒）

Ａ

27
　子どもたちは、進んで声を出し、歌うこと(合
唱)を楽しんでいる。（教師）

Ａ

28
　朝の会や集会、帰りの会などで、自分から声を
出し、楽しんで歌っている。（生徒）

Ａ

29
　子どもは、進んで声を出し、歌うこと(合唱)を
楽しんでいる。(保護者）

Ａ

30
　部活動では、子どもたちが集中して取り組んで
いる。（教師）

Ａ

31 　部活動に集中して取り組んでいる。（生徒） Ａ

32 　部活動に集中して取り組んでいる。（保護者） Ｂ

・学校、ＰＴＡ、自治会が、そ
れぞれの活動の中で、「あいさ
つ」を重点に置き、一体的に取
組んでいる。その結果、気持ち
の良いあいさつが生徒、保護
者、地域で実践されている。こ
れからも中泉地区の誇りとして
取り組んでいきたい。

・授業参観をしたときに、男女
仲良く、和気あいあいと学んで
いる様子を見ることができた。
これは、普段から教室の中で、
温かい言葉が交わされているか
らであると思う。

・子どもたちに学級の中での役
割を確実に果たさせることで、
一人一人に学級内での活動への
意欲を持たせ、活躍の場を与え
ることを継続してほしい。

・体育大会や合唱コンクールに
かける子どもたちの気持ちが素
晴らしい。これは、見えない所
で、教員が子供たち一人一人を
丁寧に受け止め、支えてくれて
いるからである。ただ、行事の
盛り上がりに対して、ついてい
けない生徒もいるので支えてほ
しい。

・部活動に対して、生徒も教員
も一生懸命に取り組んでいる姿
を見ることができて嬉しい。

○気持ちのよいあ
いさつができる一
中生

〇ありがとうが素
直に言える一中生

〇黙って清掃に取
り組む一中生

☆常に教師が、率
先して清掃に取り
組みあいさつや返
事、感謝の言葉を
言う。

☆道徳の時間の充
実（時間設定、資
料・授業案の共有
化、授業研究・評
価研修等の実施）

・惻隠
「人間らし
さ」の希求

・共感
「豊かな共
生の心」

学校関係者評価を受けてのまとめ

　学校が目指す子どもの姿や教育内容を保護者、地域が共通理解して、子どもに関わり、育てていることで、よりより一中生の姿が多くの場面で見られている。特に、重点に置いている「あい
さつ」は、これからも学校、ＰＴＡ、地域が一体となって取り組むことで、気持ちのよいあいさつで溢れる学校を創り上げていきたい。本校の課題である不登校については、それぞれの子ども
の実態を的確に把握し、組織的・計画的な支援を進めていきたい。

項目25･26　　学級の中での役割
　分析  　教師　１００％→９７％→１００％
　　　　   　生徒　９７％　→９７％→９６％
　教師、生徒とも、非常に良い評価である。学校では、学級
における居場所づくり、絆づくりのために、学級内で一人一
人に役割を持たせている。この役割を確実に果たすことで、
生徒の自己有用感は高まり、学級での存在感も持てるように
なった。その結果、学校生活が楽しいと考える生徒が９６%
になり、魅力ある学校づくりを推進することができた。今後
も役割を果たせた生徒を大いに認め励ましていきたい。

項目27･28･29　歌声
　分析　教師　 　９４％→８７％→１００％
　　　  　生徒　 　８３％→８０％→８１％
　　　　  保護者　９０％→９７％→９１％
　合唱コンクールを通して、歌うことの楽しさを十分に味
わっている生徒が多い。一中生の歌声は年々素晴らしいもの
になっている。また生徒が自主的に歌い合える姿は、よい伝
統となっている。この姿を、朝の会や集会、帰りの会での歌
につなげ、いつでも楽しい歌声が響く学校にしたい。

項目30･31･32　部活動
　分析　教師　　 　９２％→９０％→９２％
　　　  　生徒　　 　９８％→９７％→９６％
　　　　  保護者　　９７％→９７％→７７％
　生徒と教師が目標を共有することで、生徒は部活動に全力
で取り組み充実した活動ができた。ただし、保護者の評価が
低かったので、部活動が目指すもの（方針等）を保護者と教
師と生徒で共有できる機会をもっていきたい。

・堂々
「一中らし
さ」の創出

・存在感
「新たな一
中文化創出
の担い手意
識」

○行事やボラン
ティアに意欲的に
取り組む一中生

・校歌を大きな声
で堂々と歌う一中
生

☆生徒会を中心に
生徒が主体、生徒
が前面に出るよ
う、行事やＶＳ(ﾎﾞ
ﾗﾝﾃｨｱ･ｻｰﾋﾞｽ)の企
画を任せる。
（そのための時間
の設定や教師がつ
く時間の確保。生
徒活動の場では、
教師が前面に出な
い。）

堂
　
　
　
々

項目17･18･19　「あいさつ」
　分析　　教師　  　７１％→８３％→７９％
　　　　　 　生徒　 　 ９３％→９２％→９２％
　　　　　　 保護者 　８６％→８７％→８８％
　あいさつに関しては、生徒、保護者の評価が高い。これ
は、生徒会が毎週火曜日に昇降口であいさつ運動を実施した
り、ＰＴＡが「ひびけ あいさつの声 笑顔でつなごう 親子
の輪」をスローガンに掲げ、「あいさつ運動」を軸に、PTA
活動を進めてきたりした成果である。ただ、あいさつに課題
を感じている教師も２割程いる。まずは教師自身が生徒や保
護者等に対して、気持ちのよいあいさつを心掛け、ともに笑
顔が溢れる学校を目指していきたい。

項目20・21・22　あたたかな言葉遣い
　　分析　教師　   ８４％→７９％→９２％
　　　　　　生徒　　 ９３％→９２％→９２％
　　　　　　保護者　９１％→９３％→８９％
　あたたかな言葉遣いに関しては、教師、生徒、保護者の評
価は高い。学校生活において、思いやりのある言葉かけ、接
し方ができる生徒が多い。道徳科の授業を中心に、思いやり
の心をもって人と接すること、人としての生き方を深めるこ
とを意識できる教育活動を仕組みたい。また、教師も人権意
識を高め、生徒一人一人に対して温かい言葉かけ、心に深く
寄り添った支援を継続し、信頼関係を深めていきたい。
　

惻
　
　
　
隠


